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令和３年度 社会福祉法人函南町社会福祉協議会事業報告 

 

１ 法人運営事業  

 【理事会・評議員会の開催】 

⑴ 会議開催状況 

   理事会  （年間 ４回開催） 

開催年月日 審  議  内  容 出 席 人 員 

R３．６．４ ・令和２年度社会福祉法人函南町社会福祉協議会事業報告 

・令和２年度社会福祉法人函南町社会福祉協議会会計決算 

・社会福祉法人函南町社会福祉協議会指定居宅介護支援事業所運営規程の一部改正 

・令和３年度社会福祉法人函南町社会福祉協議会会計補正予算（第１号） 

・評議員候補者の推薦  ・評議員会の招集 

理事 13名 

監事 ２名 

R３．６．22 ・社会福祉法人函南町社会福祉協議会会長の選任 

・社会福祉法人函南町社会福祉協議会副会長の選任 

・社会福祉法人函南町社会福祉協議会評議員選任・解任委員会委員の選任 

・社会福祉法人函南町社会福祉協議会苦情解決第三者委員の選任 

理事 13名 

監事 ２名 

R３．10．18 ・令和３年度社会福祉法人函南町社会福祉協議会会計補正予算（第２号） 

・評議員会の招集 

理事 13名 

監事 ２名 

R４．３．２ ・社会福祉法人函南町社会福祉協議会経理規程の一部改正 

・令和３年度社会福祉法人函南町社会福祉協議会会計補正予算（第３号） 

・令和４年度社会福祉法人函南町社会福祉協議会事業計画 

・令和４年度社会福祉法人函南町社会福祉協議会会計予算 

・評議員会の招集 

理事 13名 

監事 ２名 
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評議員会  （年間 ３回開催） 

開催年月日 審  議  内  容 出 席 人 員 

R３．６．22 

 

・令和２年度社会福祉法人函南町社会福祉協議会事業報告 

・令和２年度社会福祉法人函南町社会福祉協議会会計決算 

・令和３年度社会福祉法人函南町社会福祉協議会会計補正予算（第１号） 

・役員の選任 

評議員 24名 

監事  １名 

R３．10．28 

 

・令和３年度社会福祉法人函南町社会福祉協議会会計補正予算（第２号） 評議員 23名 

監事  ２名 

R４．３．15 ・令和３年度社会福祉法人函南町社会福祉協議会会計補正予算（第３号） 

・令和４年度社会福祉法人函南町社会福祉協議会事業計画 

・令和４年度社会福祉法人函南町社会福祉協議会会計予算 

評議員 24名 

監事  ２名 

 

  【監査の実施】 

 

    令和３年５月24日（月）  令和２年度事業報告及び会計決算監査 

    令和３年11月22日（月）  令和３年度中間監査の実施 

 

  【財源の確保】 

    会員数及び会費 

     ○ 一般会員会費    ７，７６３件（前年度 ７，８８６件）   ３，８７８，５００円（住民） 

     ○ 特別会員会費       ５１件（前年度    ４０件）     ２６０，０００円（法人） 

     ○ 賛助会員会費      １０２件（前年度     ８９件）     １２３，０００円（個人） 

     ○ 施設団体会費       ２１件（前年度    ２３件）      ７１，０００円（施設） 
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２ 地域福祉活動推進事業  

 【社会福祉協議会委員会活動】 

  

⑴ 地域福祉推進委員会の開催 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を踏まえたうえで、函南町ふれあい広場の開催及び社会福祉大会、福祉講演会、ふれあい懇親会

について検討した。また、いこう家つかもとの移転に関して検討を行った。 

   令和３年６月29日（火） 

       

⑵ 評議員選任・解任委員会の開催 

   理事会で推薦された評議員候補者を選任・解任委員会で選任した。（任期満了に伴う） 

   令和３年６月22日（木） 開催 

 

 【ボランティア活動の育成・強化】 

 

⑴ ボランティア連絡協議会 

「ボランティア連絡協議会」を中心に、町内の福祉施設に対するボランティア活動等を実施し、地域福祉活動に貢献した。 

○登録会員数   ２７４名（前年度 ２７４名） 

    ○ボランティア連絡協議会グループ別 (20グループ) 

グループ名 活動内容 

給  食 
・ほほえみの里デイサービス利用者の昼食作り 

・災害時防災訓練において炊き出し 

施設奉仕 
・福祉施設への大型年賀状作成・配布 

・福祉施設の季節行事への協力、車いす介助講習会の開催 

施設作業 ・福祉施設からの申し出により草刈、植木の剪定 
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音訳 

「まほろば」 

・視覚障がい者・高齢者の方へ“町広報誌”“議会だより”を音訳録し、定期的に配布 

音読 

「つくし」 

・高齢者福祉施設や小中学校で物語、民話、紙芝居、絵本、童話などの朗読奉仕と手遊びなどを

行っている。 

収  集 
・毎月第２火曜日に牛乳パック、アルミ缶、プルタブ等の収集整理をしている。この収益は、地

域福祉活動に役立てている。（施設などへの寄付など） 

点  字 
・福祉教育への協力につとめ、点字講座の講師や協力、また町内の学校での点字指導などを行っ

ている。 

運  転 ・身体障害者移送用車両、ほほえみの里デイサービス車両の運転支援。 

園  芸 
・福祉施設入所者の園芸活動（草花や野菜の栽培、収穫）のお手伝いをする。野菜の収穫祭や忘

年会等行事のお手伝いをする。 

傾  聴 
・町内高齢者の自宅や施設を訪問し、傾聴を通じての話し相手と相談、利用者への情報提供を行

っている。 

そばっこ ・そば打ちをサロンや施設などにおいて、材料費のみで実演。 

お茶とお花 ・福祉施設や小学校で抹茶とお花による交流 

コーラス 

「ははこぐさ」 

・福祉施設で利用者さんと歌を歌ったり、手遊びなどを行っている。 

トーンチャイム 

「チャイムブーケ」 

・福祉施設、各サロンでのハンドベルの演奏活動 

たんぽぽグループ 
・マジック、囲碁、踊り、お茶とお花、大型紙芝居、手話、フォークソング、バルーンアートの

上演など町内の小学校、福祉施設等で活動している。 

朗読グループ（楽声） 

・小中学校での朝読書の時間帯に読み聞かせ。 

・図書館での紙芝居や絵本の読み聞かせ、手遊び、ブックスタート。 

・福祉施設、サロンでお話、朗読、歌唱の実施。 
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ベルフラワー ・月２回トーンチャイムの練習・福祉施設への慰問活動 

さきいかシスターズ ・幼稚園・小学校でパネルシアター、読み聞かせ等 

こころでつながる仲間 
・ボランティア連絡協議会所属グループのZOOMリモート施設活動を支援 

・スキルアップ研修の実施 

サロン連絡会 ・町内９か所で行われている地域のいきいきサロンの連絡会として、情報交換等を実施。 

   

⑵ ボランティアだよりの発行 

ボランティア活動の啓発を図るため、ボランティアだより「こんにちはボランティア」№ 109～ 114を発行し、全戸配布した。 

 

 【福祉教育】 

 

⑴ 地域福祉教育実践校事業 

町内の児童・生徒に対する福祉意識の啓発を図るため、町内の小中高校を地域福祉教育実践校として継続指定し、事業を推進し

た。令和３年度より沼津特別支援学校伊豆田方分校を新たに地域福祉教育実践校として指定した。 

また、地域福祉実践校連絡会を開催し、各校での福祉教育の取り組みについて情報交換を行った。 

 

⑵ 小学校での福祉講話 

   丹那小学校、東小学校からの依頼により、福祉講話を開催した。  

   ４月20日 丹那小学校  参加児童  11名 

   11月24日 東小学校   参加児童 120名 

 

 【広報啓発活動】 

 

⑴ ふれあい広場について 

   ふれあい広場を、令和３年10月17日（日）に開催予定としていたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催を中止した。 
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 【援護事業】 

 

⑴ 小口資金貸付事業（生活費として 貸付限度額５０，０００円 貸付日より１年間は無利子） 

生活が困難な世帯に対して緊急を要した場合に資金を貸し付け、自立更正の助けとなるよう返済指導を含めた生活全般にわたる

指導を行った。        貸付件数  ２３件 ６７１，３１０円（前年度 ２７件 ８８３，４８０円） 

 

⑵ 生活福祉資金貸付事業（貸付対象＝低所得、身体障害者、知的障害者、高齢者の世帯） 

静岡県社会福祉協議会が行う上記資金の貸付について、世帯の自立を図るため資金貸付の相談を行った。また、新型コロナウイ

ルス感染症による特例貸付について、緊急小口資金 82件、総合支援資金（延長、再貸付含む）95件の申請を行った。 

 

⑶ 離職者支援資金貸付事業 

   県社会福祉協議会が行う上記資金は、制度改正により現在の取り扱いはないが、すでに貸し付けている世帯の償還指導を行った。 

 

⑷ 不動産担保型生活資金貸付事業 

県社会福祉協議会が行う資金の貸付で、現在居住し、また将来にわたって住み続けようとしている建物を所有している高齢者に

土地、建物を担保として、生活資金を貸し付ける制度で、資金の貸付相談を行った。（貸付利用件数 ２件） 

 

⑸ 法外援護 

住所不定で職探しなどの目的のために、目的地へ行くための旅費がない人の旅費援助として、１回５００円の旅費補助を行う。 

（旅費援助 ４件 ２，０００円）（前年度 １件 ５００円） 
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⑹ 生活困窮者自立支援事業 

県社会福祉協議会が行う生活困窮者の相談は、生活困窮者自立支援法の制度に基づき、生活困窮者が困窮状態から早期に脱却で

きるよう支援するための事業を行った。 

     令和３年度 生活困窮者自立支援制度に関する支援  相談延べ件数 172件（昨年度359件） 

                                                                ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

相談受付件数 13 12 19 14 22 23 14 14 10 ５ ９ 17 172 

プラン作成件数 ４ ５ 11 ４ ６ ６ 12 10 ６ ２ １ ２ 69 

就労支援対象者数 １ ０ ３ １ １ １ ２ ２ ２ １ ０ １ 15 

住居確保給付金 ０ ０ ０ １ １ １ ２ ０ １ ０ ０ １ ７ 

就労支援 １ ０ １ １ ０ １ １ １ ２ １ ０ ０ ９ 

家計相談 ０ ０ ７ １ ２ １ ０ ２ ０ ０ ０ ０ 13 

一時生活支援 ０ ０ １ ０ １ ０ ０ １ １ １ １ １ ７ 

就労準備支援 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
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 【福祉団体育成と支援】 

 

⑴ 町老人クラブ連合会への支援 

   老人クラブ連合会が実施するスポーツ大会等の行事に協力し、必要な支援を行った。 

 

⑵ 身体障害者福祉会活動への支援 

   身体障害者福祉会が開催するスポーツ大会等の行事に協力し、必要な支援を行った。 

 

⑶ 手をつなぐ育成会活動への支援 

   手をつなぐ育成会（知的障がい児・者の親の会）が行う地域交流会や研修会等の行事に協力し、必要な支援を行った。 

 

⑷ 精神障害者家族会活動への支援 

   精神障害者家族会（まごころ会）に必要な支援を行った。 

 

⑸ 遺族会活動への支援 

   遺族会が行う諸行事に協力し、必要な支援を行った。 

 

⑹ 災害ボランティアネットワーク函南の活動への支援 

   災害ボランティアネットワーク函南が行う諸行事に協力し、必要な支援を行った。 
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 【社会福祉充実計画の実施】 

 

⑴ 職員処遇改善事業 

  ① 介護福祉士など福祉資格をもって従事する職員の資格手当の増額分を支給した。 

社会福祉士７人  介護福祉士７人  介護支援専門員４人  看護師１人 

② 常勤職員18人に職員処遇体制加算手当を支給し、職員の処遇改善をはかった。 

 

⑵ 地域支援体制整備事業 

誰もが気軽に参加できる常設の居場所「いこう家つかもと」を月曜日から土曜日の週６日開所した。午前中に健康体操を行うと

ともに、ボランティアの協力によりフラダンスエクササイズや太極拳の開催、囲碁や将棋、絵手紙、手芸などを実施した。また、

無料でお茶などの提供をした。  

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和３年８月26日から９月30日まで休業。令和４年１月31日をもって閉所。 

    〇利用実績                                         （単位：人） 

 ４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

日   数 25 23 22 25 20 ０ 26 24 24 23 ― ― 212 

利用合計 248 228 261 241 96 ０ 273 231 239 90 ― ― 1,907 

世 代 
幼児小中 １ ３ ０ ６ ３ ０ １ １ ３ ０ ― ― 18 

一 般 247 225 261 235 93 ０ 272 230 236 90 ― ― 1,889 



10 

 

３．在宅福祉推進事業 

 【福祉サービス事業】 

⑴ ふれあい懇親会の開催 

一人暮らし高齢者の孤独感解消をはかり、仲間との交流をもって明るい生活を送ってもらうために、民生委員協力のもと、保育

園児やボランティアの演芸等でおもてなしをしていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、代替として民生委員による一

人暮らし高齢者宅訪問活動を実施した。 

 

⑵ 福祉総合相談事業 

   住民の福祉の向上を図るため、住民生活に密着した相談事業を展開した。 

 

生活福祉資金・生活困窮相談活動状況 

    相談件数  1,766件(前年度2,520件) 令和３年４月～令和４年３月 

  件数 

電話相談・連絡 630件 

訪問・同行支援 143件 

面談 502件 

支援調整会議 69件 

支援調整会議（評価）  83件 

他機関との連携相談 277件 

所内会議 62件 

 

⑶ 福祉機器の貸出 

   町内の体の不自由な方で福祉機器の貸し出しが必要な方のために、車椅子の無料貸出を行った。 

     貸出状況   車 椅 子（保有数 １９台   貸出延べ台数  １１３台） 
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４．共同募金配分金事業  

 

 【福祉サービス事業】 

⑴ 在宅介護者向け茶話会の開催 

日頃在宅で高齢者や重度身体障がい者を介護している方々や介護を経験された方々の、情報交換の場として、茶話会を毎月１回

開催した。４月・５月については、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。 

 

○開催日 毎月１回開催 年間10回 

 参加者  延べ参加人数 70名 

 

⑵ 身体障害者移送用車両貸出事業 

   町民で車椅子使用者又は寝たきりの方に対し、通院等移送の必要な方々に身体障害者移送用車両の無料貸出を実施した。 

    貸出回数 ６３回（前年度 ９１回）（内 運転ボランティア協力回数 ３１回、前年度 ５１回） 

 

⑶ おもちゃ図書館活動への協力 

毎週水曜日、第２・第４土曜日におもちゃ図書館を開いていたが、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い休館としたため、来年

度の開館に向けて、おもちゃの片づけや管理・消毒方法など対応の検討に協力援助した。 

 

⑷ 社会を明るくする運動（運動強調月間 ７月１日～31日） 

少年の健全な育成及び罪を犯した人の更生等を目指し、犯罪や非行のない明るい環境づくりのために運動を展開したが、例年実

施していた、小中学校児童へのポスター依頼、表彰、展示や街頭広報は、新型コロナウイルス感染症対策のもと小規模で実施した

が、地区集会については、新型コロナウイルス感染症防止のため中止とした。 
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 【広報啓発活動】 

 

⑴ 社会福祉大会・福祉講演会の開催 

令和４年３月12日（土）に函南町役場２階大会議室において、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、社会福祉功労者（33

名、１社）に対し表彰状並びに感謝状を贈呈した。尚、今年度についても、福祉教育実践校活動報告、福祉講演会、バザーは中止

とした。 

 

⑵ かんなみ社協だよりの発行 

社会福祉に対する町民の理解と協力を求めるため、「かんなみ社協だより」Ｎｏ156～161号を発行し、社会福祉協議会の活動を

ＰＲした。 

 

⑶ 社協ホームページ 

ホームページにて、社協の行う地域福祉事業や介護保険事業などを紹介。イベント、各種講座等の最新情報を掲載し、社協の活

動を広くＰＲした。 

 

 【いきいきサロン事業】 

 

⑴ いきいきサロン 

ボランティアや地域住民（区、民生委員、老人クラブ及び食生活改善推進協議会等）の協力により、いきいきサロン事業を町内

10地区で実施した。 

 

    肥田地区（毎月 第１土曜日）・・・・・肥田公民館 

    パサディナ地区（毎月 第２土曜日）・・パサディナ公民館 

    柏谷地区（毎月 11日）・・・・・・・・柏谷公民館 

    間宮地区（毎月 第２金曜日）・・・・・間宮公民館 
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    冷川地区（毎月 第１・３土曜日）・・・冷川公民館 

    仁田地区（毎月 第３土曜日）・・・・・仁田公民館 

    城山地区（毎月 第４日曜日）・・・・・城山公民館 

    平井地区（毎月 20日）・・・・・・・・平井公民館 

    上沢地区（毎月 第３金曜日）・・・・・上沢公民館 

    塚本地区（毎月 第２・４木曜日）・・・塚本公民館 

 

 【共同募金事業等募金活動】 

 

⑴ 共同募金（赤い羽根） 

地域住民、町内法人及び地区協力員（区長・組長・民生児童委員）や町内小・中・高校の協力により共同募金運動を実施し、

また、共同募金委員会等には街頭募金に協力いただいた。 

 

目標額３，９００，０００円に対し、３，０４０，５６７円集まった。（目標達成率 77.96％）（昨年度 3,081,297円） 

区  分 
令 和 ３ 年 度 実 績 額 

件数（単位：件）（前年度実績） 金  額（単位：円） （前年度実績）     

戸 別 募 金 ７，８３１ （７，６３２） ２，５２４，０００ （２，５３６，３５０） 

法 人 募 金  ５４    （５７）          ２６２，８３５   （２６７，７８０） 

街 頭 募 金 １     （１） ５，１６３    （１０，７４５）  

学 校 募 金 ２     （３） ５４，０４８    （４３，７９４） 

そ  の  他 １２    （１３） １９４，５２１   （２２２，６２８）  

合  計 ７，９００ （７，７０６） ３，０４０，５６７ （３，０８１，２９７） 
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⑵ 歳末たすけあい募金 

地域住民、町内法人及び地区協力員（区長、組長、民生児童委員）や町内小学校の協力により歳末たすけあい運動を実施した。

福祉団体による歳末募金のための街頭募金にも協力いただいた。この募金は、町内要援護世帯や福祉団体へ配分した。 

 

① 寄付金 

目標額２，９００，０００円に対し、２，８１５，９６８円集まった。（目標達成 97.10％）（前年度 2,887,492円） 

区  分 
令 和 ３ 年 度 実 績 額 

件数（単位：件）（前年度実績） 金  額（単位：円）（前年度実績） 

戸 別 募 金 ７，８１８（７，５５７） ２，５３０，８５０（２，５２４，９００） 

法 人 募 金 ３７   （４４）        １８５，６７０  （２００，０００）  

街 頭 募 金 ０    （０）   ０        （０）   

学 校 募 金 １    （１） ９６   （３５，０００）   

そ  の  他  ２３   （１６）     ９９，３５２  （１２７，５９２）   

合  計 ７，８７９（７，６１８） ２，８１５，９６８（２，８８７，４９２） 

 

② 物品寄付 

     寄贈者：函南ライオンズクラブ、寄贈品：玄米茶 125袋、贈呈先：町内12の福祉施設と居場所12か所に贈呈 

 

③ 要援護世帯等配分先 

区  分 対象者数 金  額（円） 備     考 

歳末たすけあい助成金配分 １４３世帯 １，２６４，０００ 高齢者世帯、障害者世帯等 

事務費等  ７７，０００ 振込手数料、消耗品費 

合    計 １，３４１，０００  
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５．福祉サービス利用援助事業  

 

 【日常生活自立支援事業】 

⑴ 日常生活自立支援事業の実施 

判断能力に不安のある高齢者や知的・精神障がい者などの方に対し、「福祉サービスの利用援助」を基本サービスとして「日常

的金銭管理」や「書類の預り」を本人との契約に基づき行った。また、この事業を通じてできるだけ不安のない日常生活が送れる

ように支援した。 

令和４年３月末 契約件数 11件（令和３年度新規契約 ２件） 

 

    相談援助件数累計（問い合せ・相談件数）                           単位：件 

内  容 本事業の利用に関するもの 

その他 合 計      対象者 

事 項 

認知症高齢

者等 

知的障害者

等 

精神障害者

等 

不明・その

他 

Ａ．問い合せ件数 

（制度、事業について） 
２ ０ １ ２ ０ ５ 

Ｂ．初回相談件数 

（初回相談受付） 
４ ０ ２ １  ７ 

Ｃ．相談援助件数 

（A．B以外) 
179 75 336 376  966 

合  計 

（昨年度実績） 

185 

（137） 

75 

（157） 

339 

（584） 

379 

（612） 

０ 

（０） 

978 

（1,490） 
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６．受託事業  

⑴ 手話通訳者派遣事業 

函南町より委託を受け、町内に在住する聴覚障がい者等に対し、コミュニケーションの手段として手話通訳者を派遣した。 

     利用者 ２名   派遣回数  ２回（派遣 手話通訳者数２名） 

 

⑵ 要約筆記者派遣事業 

函南町より委託を受け、町内に在住する聴覚障がい者等に対し、コミュニケーションの手段として要約筆記者を派遣しているが、令和３年

度については利用者がいなかった。 

 

⑶ べビー・キッズ用品貸出事業 

子育て世代の経済的負担の軽減を図り、子どもを産み育てやすい環境を整備するため、チャイルドシートやベビーカーなど物品

の無料貸し出しを行った。 

 

     （貸出状況）  ベビーカー（Ａ型）       （保有数  ６台 貸出延べ台数  ９台） 

ベビーカー（２人乗り）     （保有数  ３台 貸出延べ台数  １台） 

ベビーカー（Ｂ型）       （保有数  ２台 貸出延べ台数  １台） 

ワンタッチベビーベッド（ミニ） （保有数  ３台 貸出延べ台数  ３台） 

ワンタッチベビーベッド     （保有数  ２台 貸出延べ台数  ４台） 

組み立て式ベビーベッド     （保有数  ３台 貸出延べ台数  ４台） 

チャイルドシート        （保有数 １５台 貸出延べ台数 １８台） 

 

⑷ 生活支援コーディネーター設置事業 

函南町より委託を受け、高齢者の生活支援サービスの体制整備を推進するため、地域における資源開発やネットワーク機能の構

築を果たす生活支援コーディネーターを設置。具体的には、生活支援等の担い手の養成及びサービスの開発、生活支援に係る関係

団体とのネットワークの構築、生活支援等のニーズとサービスのマッチングなどを行う。平成29年度より、生活支援体制整備協議
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体を設置し、見守り支援体制づくりや移動支援といった住民ニーズの高い課題について検討した。 

① 課題検討会議・研修会等の実績 

                                       単位：回 

区       分 回 数 備 考 

⑴ ⑵から⑻以外の第１層の取り組み ２８３  

⑵ 地域の支えあい勉強会 ７０  

⑶ ボランティア養成講座関係 １６  

⑷ 生活支援体制整備協議会関係 １９  

⑸ 居場所づくり支援 ９９  

⑹ ボランティア等情報交換会 １７４  

⑺ フォーラム等周知活動 １０８  

⑻ 福祉課ＳＣ連絡会 ２３  

合    計 ７９２ (前年度 ６７２) 

 

② 移動支援サービス「かんなみおでかけサポート（運転ボランティア）」 

地域住民がボランティアとして居場所への参加を「移動」の面からサポートする会員制のしくみ。地域で、自立した生活を継

続するため、会員のうち希望者には買い物ツアーを併せて実施。また、より安定的な事業実施のため、介護予防・生活支援総合

事業該当部分について函南町に補助金を申請した。（訪問型サービスＤ、令和元年度から通所型サービスＤ補助金も申請） 

    利用会員：１３人、協力会員（ボランティア）：１９人 （３月末現在)  

運行日数 １３３日、延べ ３６８人 

 

③ 生活支援サービス「かんなみ暮らしの応援隊（生活支援ボランティア）」 

既存の公的制度だけでは対応が難しい日常的な困りごとについて、地域住民がボランティアとしてサポートする会員制のしくみ。 

利用会員：４２人 協力会員（ボランティア）：４１人（３月末現在） 活動回数：延べ ６２６回 
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④ 介護予防サービス「介護予防ボランティア」 

介護予防体操の研修を受けたボランティアトレーナーが、地域の居場所へ出向き、参加者と交流を図りながら、より安全で

効果的な体操による健康寿命を延ばすことを目的とした活動。 

    派遣回数：１４回（体操参加者延べ １１１人）、ボランティア登録数２５人（３月末現在） 

 

⑤ 農福連携事業「みんなでつくるコミュニティ農園・ときどきファーム」 

地域の支え合い協議会（生活支援体制整備協議体）において検討してきた「地域の人材活用」の具体的な取り組みの一つと

して、令和２年度新たに事業を開始。地域のアクティブシニアが仲間づくりや介護予防、居場所づくりを目的として活動した。

柏谷農園（実習農園）、間宮農園（居場所づくり）の２か所を運営し、農園ごと特色ある活動ができた。 

参加者 ２６名  参加者ミーティングの開催 ２回 延べ４３人  

地域交流活動の実施    ７回（田方農業高等学校、沼津特別支援学校伊豆田方分校、仁田マーガレット保育

園との交流） 

全体作業の実施     ３５回 延べ３８０人 

見回り当番 週７日実施（４～３月） ２農園 ３３０回 

 

⑥ アウトリーチ型地域づくり支援等移行準備事業 

令和４年度より函南町が実施予定の重層的支援体制整備事業について、社協が委託されるアウトリーチ型地域づくり支援

等の移行準備事業を実施した。 

     ア 参加支援事業者を想定した関係機関との調整  １６回 

     イ アウトリーチ対象ケース対応         ３５回 

 

⑹ 産後ケア訪問型家事支援事業 

函南町より委託を受け、函南町産後ケア事業実施要綱に基づき、対象者の依頼を受け日常生活上で生活支援を必要とする世帯に

ホームヘルパーを派遣し家事支援を提供した。 

          調理支援:利用者 ２名、２回。掃除支援:利用者 １名、１回 
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⑺ 成年後見事業 

  

① 市民後見人養成講座フォローアップ事業 

市民後見人養成講座修了者４名には、日常生活自立支援事業の生活支援員及び法人後見支援員として活動していただいた。 

 

② 成年後見運営委員会の開催 

委員会を４回開催し、市民後見人養成講座の報告を行い、次年度事業の計画の検討と法人後見受任検討等を行った。 

委員会開催日：令和３年７月７日、10月４日、12月15日、令和４年３月２日 

 

③ 成年後見制度利用促進における中核機関事業 

   ア 広報啓発機能 

     社協ホームページ、社協だよりで広報を行った。また、パンフレットを作成し、町内金融機関や事業所等に配架し啓発を図った。 

町民を対象とした、司法書士及び社会福祉士による相談会・公開講座を実施した。 令和３年11月14日 

民生委員児童員協議会定例会において、成年後見制度への取り組みと現状について報告を行った。 令和３年12月10日 

 

   イ 相談機能 

     成年後見制度に関する相談を行った。 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

相談件数 ８ 10 14 11 10 12 ４ ７ ５ ４ ４ 10 99 

 

   ウ 成年後見制度利用促進機能 

     検討委員会 ９回実施 
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   エ 後見人支援機能 

     後見人を受任している専門職とチームを組み支援を行った。 

 

７．介護保険事業 

 

 【居宅介護支援事業】 

介護保険サービスを利用する居宅の要介護者に対し、日常生活において必要な保健・医療・福祉サービスを適切に利用できるよう

居宅サービス計画を作成し、そのサービス計画に基づいてサービス事業者等との連絡調整を行った。 

 

⑴ ケアプランの作成件数 

                                                     単位：件 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

計画作成対象件数 

( )内昨年度値 

58 

(53) 

61 

(56) 

60 

(57) 

63 

(64) 

63 

(59) 

62 

(57) 

66 

(61) 

68 

(64) 

69 

(63) 

61 

(58) 

56 

(55) 

60 

(62) 

747 

(709) 

 

⑵ 要介護認定調査 

   介護保険制度を利用するため保険者からの認定調査の依頼を受けて実施した。 

    調査件数  ４件（前年度 ４件） 
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⑶ 介護予防支援業務委託事業 

   要介護認定により要支援１・２に認定された方の介護予防ケアプランを地域包括支援センターの委託を受け実施した。 

                                                      ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

計画作成対象件数 

( )内昨年度値 

10 

(11) 

11 

(９) 

11 

(９) 

９ 

(11) 

10 

(９) 

８ 

(12) 

10 

(14) 

12 

(13) 

11 

(12) 

８ 

(12) 

７ 

(11) 

８ 

(11) 

115 

(134) 

  

【訪問介護事業】 

 

⑴ 訪問介護事業（ホームヘルパー派遣） 

介護保険法に基づき、要介護認定において要介護１～５の認定を受けた方の日常生活上で身体介護や生活援助を必要とする世帯

にホームヘルパーを派遣し、訪問介護を提供した。 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

派遣実件数 

( )内昨年度値 

30 

(28) 

31 

(26) 

34 

(28) 

34 

(29) 

32 

(31) 

31 

(30) 

28 

（29) 

27 

(31) 

26 

(33) 

26 

(32) 

28 

(33) 

26 

(30) 

353 

(360) 

派遣回数 

( )内昨年度値 

333 

(270) 

317 

(238) 

313 

(262) 

315 

(274) 

295 

(275) 

248 

(322) 

260 

(319) 

269 

(320) 

246 

(298) 

237 

(273) 

264 

(310) 

271 

(324) 

3,368 

(3,485) 
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⑵ 介護予防・日常生活支援総合事業（訪問介護事業） 

介護保険法に基づき、要介護認定において介護予防・日常生活支援総合事業対象者のうちの日常生活上で身体介護を必要とする

方々にホームヘルパーを派遣し、訪問介護を提供した。 

   （独自） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

利用者件数 ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ３ 27 

訪問回数 20 

(11) 

17 

(26) 

17 

(36) 

18 

(26) 

18 

(21) 

17 

(21) 

17 

(33) 

18 

(32) 

18 

(20) 

16 

(39) 

20 

(32) 

23 

(38) 

219 

(335) 

介護保険法に基づき、要介護認定において介護予防・日常生活支援総合事業対象者のうちの日常生活上で生活支援を必要とする

方々にホームヘルパーを派遣し、生活援助を提供した。 

  （サービスＡ）                                            単位：件 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

利用者件数 17 18 19 19 20 19 18 23 23 22 20 16 234 

訪問回数 295 

(171) 

285 

(143) 

309 

(152) 

317 

(162) 

318 

(156) 

309 

(182) 

189 

(180) 

230 

(160) 

231 

(162) 

219 

(148) 

182 

(142) 

194 

(189) 

3,078 

(1,947) 
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【通所介護事業】 

 

⑴ 通所介護事業（ほほえみの里デイサービス事業） 

   介護保険法に基づき、閉じこもりがちな高齢者に対し、通所介護を提供した。 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合 計 

利用件数 

( )内昨年度値 

44 

(49) 

43 

(44) 

42 

(48) 

43 

(46) 

45 

(45) 

46 

(44) 

47 

(44) 

46 

(43) 

45 

(44) 

46 

(45) 

46 

(42) 

44 

(45) 

537 

(539) 

延べ人数 

( )内昨年度値 

442 

(359) 

427 

(344) 

418 

(388) 

438 

(438) 

431 

(387) 

430 

(394) 

455 

(427) 

451 

（406) 

404 

(377) 

412 

(393) 

394 

(372) 

449 

(442) 

5,151 

(4,727) 

入浴回数 
400 

(314) 

386 

(302) 

375 

(332) 

384 

(374) 

387 

(329) 

383 

(345) 

396 

(374) 

388 

(341) 

353 

(332) 

366 

(348) 

353 

(335) 

418 

(402) 

4,589 

(4,128) 

食事提供回数 
442 

(358) 

427 

(344) 

418 

(387) 

423 

(438) 

431 

(387) 

430 

(394) 

455 

(427) 

451 

(406) 

404 

(377) 

410 

(393) 

394 

(372) 

449 

(442) 

5,134 

(4,725) 

運営日数 26 26 26 26 26 26 26 26 24 24 24 26 306 

１日平均利用者数 

( )内昨年度値 

17.00 

(13.81) 

16.42 

(13.23) 

16.08 

(15.52) 

16.85 

(16.85) 

16.58 

(14.88) 

16.54 

(15.76) 

17.50 

(16.42) 

17.35 

(15.62) 

16.83 

(15.71) 

17.17 

(16.38) 

16.42 

(14.88) 

17.27 

(17.00) 

16.83 

(15.50) 
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⑵ 介護予防通所介護事業 

   介護保険法に基づき、閉じこもりがちな高齢者に対し、介護予防通所介護を提供した。 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

利用件数 

( )内昨年度値 

19 

(16) 

19 

(17) 

19 

(18) 

20 

(16) 

16 

(18) 

15 

(19) 

15 

(20) 

14 

(20) 

14 

(20) 

13 

(19) 

15 

(18) 

14 

(19) 

193 

(220) 

延べ人数 

( )内昨年度値 

115 

(84) 

110 

(91) 

111 

(102) 

107 

(101) 

92 

(95) 

97 

(123) 

88 

(123) 

83 

(106) 

70 

(106) 

54 

(96) 

60 

(79) 

71 

(126) 

1,058 

(1,232) 

入浴回数 

( )内昨年度値 

55 

(38) 

54 

(46) 

53 

(51) 

43 

(44) 

40 

(43) 

41 

(53) 

33 

(45) 

27 

(43) 

23 

(41) 

16 

(43) 

16 

(28) 

18 

(69) 

419 

(544) 

食事提供回数 
115 

(84) 

110 

(91) 

111 

(102) 

107 

(101) 

92 

(95) 

97 

(123) 

88 

(123) 

83 

(106) 

70 

(106) 

54 

(96) 

60 

(79) 

71 

(126) 

1,058 

(1,232) 

運営日数 26 26 26 26 26 26 26 26 24 24 24 26 306 

1日平均利用者数 

( )内昨年度値 

4.42 

(3.23) 

4.23 

(3.50) 

4.27 

(4.08) 

4.12 

(3.88) 

4.35 

(3.65) 

3.73 

(4.92) 

3.88 

(4.73) 

3.19 

(4.08) 

2.92 

(4.42) 

2.25 

(4.00) 

2.50 

(3.16) 

2.73 

(4.85) 

3.44 

(4.04) 
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８．障害者自立支援事業  

 【障害者居宅介護事業】 

⑴ 居宅介護等事業 

障害者総合支援法に基づき、障がい者居宅において自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、家事援助などホームヘル

パー派遣を実施した。 

                                                       単位：件  

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

家事援助 
利用者件数 ３ ３ ３ ３ ３ ２ １ ２ ２ ２ ３ ３ 30 

訪問回数 15 14 14 14 13 ６ ５ 10 10 10 10 13 134 

身体介助 
利用者件数        １ １ １ １ １ ５ 

訪問回数        ３ ３ ３ ４ ３ 16 
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９．地域包括支援センター事業  

 

⑴ 介護予防ケアマネジメント事業 

要支援１・２認定で、訪問介護、通所介護のみ利用している場合は、更新申請せず基本チェックリストを受け、事業対象者とし、総合事業

のサービスを利用する方の介護予防ケアマネジメント計画を作成した。また、要介護・要支援の区分変更となった際には円滑にサービスが継

続利用できるよう、同じ居宅介護支援事業所に委託した。 

 

函南町内の要支援認定者数     ２７１人 

      函南町内の事業対象者数     １４０人 

      介護予防サービス利用者実数   ２２５人（令和４年３月末給付管理数）   包括：146件、委託：79件、20事業所 

＊介護予防ケアプラン受け持ち数       ＊介護予防ケアマネジメント受け持ち数  

函南町地域包括支援センター   ５６件    函南町地域包括支援センター  ９０件 

委託事業者（20事業所）     ４５件    委託事業者（20事業所）    ３４件 

 

   単位：件 

 相談 サービス

調整  

担当者 

会議 

モニタ 

リング 

移行等 

調整 

申請代行 契約 合計 

① 介護予防ケア

プラン 
956 230 138 213 48 42 54 1,681 

② 介護予防ケア

マネジメント 
521 99 68 97 ９ ５ ０ 799 

合計 1,477 329 206 310 57 47 54 2,480 
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⑵ 権利擁護事業 

  〇虐待相談内容（延べ数）            〇虐待対応区分（延べ数） 

介護放棄 ２件  ① 訪問による実態把握・情報収集 １３件 

身体的虐待 １１７件  ② 行政への通報・コア会議の開催 １６件 

経済的虐待 １件  ③ 施設措置入所への連携、支援 ５件 

心理的虐待 ０件  ④ 各関係機関等連携、ケース検討会の開催 ８５件 

性的虐待 ２件  ⑤ その他 ３４件 

合   計 １２２件  合   計 １５３件 

 

〇 成年後見制度、日常生活自立支援事業の相談、申し立て支援 

・金銭管理等に関する相談・助言     ０件 

・成年後見制度利用支援        ４０件 

・日常生活自立支援事業利用支援     ２件 

 

⑶ 消費者被害相談 

  ○ 相談件数   ２件      ○ 各介護サービス事業者への情報提供  ４件 

 

⑷ 高齢者安心地域ネットワーク事業 

この事業は、徘徊及び徘徊の恐れのある高齢者等を地域の支援を得て早期に発見できるよう、協力関係機関等と協力し、高齢者の安全と

家族等への支援を図ることを目的とした事業への利用登録等を行った。 

   新規利用登録者   ５名   

   登録削除      ２名 

    捜索依頼      ０件   

現在の登録状況    登録者 １６名 （事業開始からの状況 登録者８０名、登録削除者６４名） 
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⑸ 相談業務 

   相談対応回数   １，９１２回 （昨年度 １，４６６回） 

内訳 窓口相談 ３３９回、電話相談 １，２７５回、訪問相談 ２９８回 

   （相談内容） 

    ・介護保険関係            １，１０８件（前年度 ８７４件） 

    ・介護保険サービス（住宅改修・福祉用具）  ６９件（前年度 １０３件） 

    ・介護相談、介護方法等           ６１件（前年度  ８４件） 

    ・地域支援事業（介護予防事業）       ２０件（前年度  ３５件） 

    ・保健・福祉サービス           １１２件（前年度  ４２件） 

    ・施設入所関係               ２７件（前年度  ２６件） 

    ・健康状態                ２６７件（前年度 １３４件） 

    ・その他                 ２４８件（前年度 １６８件） 

 

⑹ 認知症による徘徊相談              延べ   ５件 

 

⑺ 支援困難ケースへの対応（個別ケア会議開催含む） 延べ １５８回 

 

⑻ 介護支援専門員相談対応             延べ  ７３回 

 

⑼ 介護支援専門員勉強会(地域ケア会議事例検討会含む)     ３回 

函南町内の主任介護支援専門員12人で、函南町内の居宅介護支援事業所に従事している介護支援専門員を対象に実施した。 

 

⑽ 地域ケア会議                       ５回 

居宅介護支援事業所の介護支援専門員が日頃関わるケースの中で、支援の方法や地域に共通した課題を明確にし、必要な支援策や基盤整備

につなげる目的で開催した。今年度から介護保険事業所だけでなく、新たに民生委員や医療関係者も参加し実施した。 
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⑾ その他の事業 

① 個別ケース会議         ３０回 

  利用者について職員全員で情報共有した。困難事例に対して定期的に開催し検討することで職員の対応力が向上した。 

② 地域密着型運営推進会議      ２回 

③ 特別養護老人ホーム検討会     ６回 

④ 関係団体会議・研修等への参加   ２１回 

⑤ 看護学生等実習生の受け入れ（看護学校２校、看護協会） １９日 

   

10 認知症総合支援事業 

 

⑴ 認知症地域支援推進員に関する実績   開館日 ２３８日   認知症地域支援推進員 １名配置 

 

⑵ 認知症地域支援・ケア向上事業 

 

① 認知症カフェ                  １４回 

（内、スイカフェ８回、毎回15名参加 ふる～るカフェ６回、毎回6～8名参加） 

② 認知症キャラバンメイト連絡会           ３回（函南町内キャラバンメイト26名） 

③ 認知症サポーター養成講座            １６回 

④ 認知症疾患医療センター連携            ９回 

⑤ 多職種協働研修会                 ３回 

⑥ 認知症対応力向上支援事業             ４回 

⑦ 若年性認知症支援      若年性認知症のジョブサポートの研修参加 

⑧ 地域密着型介護事業所運営推進会議         ２回（グループホームつながり） 

⑨ 認知症初期集中支援チーム員会議         ０回 
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11 在宅医療・介護連携相談員設置事業 

 

⑴ 在宅医療・介護連携相談員に関する実績   開館日 ２４８日  在宅医療・介護連携相談員 １名配置 

 

⑵ 在宅医療・介護連携推進業務事業 

 

① 医療機関・介護事業所・施設対象 啓発と課題の抽出  １６回 

② 多職種連携研修会                   ３回（準備、打合せ 58回） 

③ ワーキンググループ 課題抽出と対応策の検討     １７回 

④ 住民対象 看取りに関する普及啓発          ２８回（出前講座 ２回） 

⑤ 在宅医療・介護連携推進会議出席            １回 

⑥ 相談員の活動周知                  ２０回 

⑦ 福祉課担当との連絡会                 ５回 

⑧ 相談業務                     １７７回 
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12 就労継続支援Ｂ型事業所（函南町わかくさ共同作業所）の運営 
 

障害者総合支援法に基づく就労継続支援Ｂ型事業所として、障がい者の地域生活の支援と就労を促進するため、次の事業を実施した。 

⑴ 利用者の状況   通所人員 １９名（定員２０名）（令和４年３月末現在） 

（障害別状況）                              単位：人 

区  分 知的障害者 身体障害者 精神 合  計 

男  性 １０ ２ ０ １２ 

女  性 ５ １ １ ７ 

合  計 １５ ３ １ １９ 
  

⑵ 事業実施数 

                                       単位：人 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

開 所 日 数 21 18 22 20 21 20 21 21 22 21 19 23 249 

利用延べ人数 

()内昨年度数値 

393 

(411) 

335 

(363) 

411 

(445) 

372 

(399) 

387 

(368) 

367 

(382) 

378 

(405) 

351 

(360) 

366 

(374) 

333 

(351) 

311 

(336) 

409 

（428) 

4,413 

(4,622) 
 

⑶ 就労支援事業 

ａ 下請け事業・・・菓子類紙箱折、広告の折り、くつひも 

ｂ 自主製品等・・・クッキーなどの菓子の製造、野菜作り、ぼかし、縫製品など 

ｃ その他・・・・・アルミ缶や古紙回収  ※作業の手伝い等で、ボランティアの協力をいただいた。 
 

⑷ 福祉事業 

ａ 自分のことが可能な限り自分で出来るように、自立訓練を実施した。 

ｂ 料理教室等を実施し、自立に向けた意識啓発をした。 

ⅽ 他の施設の見学等の勉強、買い物等の社会体験、絵手紙教室等の趣味活動を実施した。 
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事業報告附属明細書 

 
・事業報告書により活動内容を詳細に報告してあるため、附属明細書は該当事項なし。 


